
大阪南医療センターで働く研修医の声 
（現在、初期臨床研修医 1,2 年目の先生の声） 
 
・内科フルコースと選択コースがあり、専門が決まっている人や未定の人のど

ちらにも向いている研修医施設である。 
・当院研修医から当院レジデントになる率が高く、相談しやすい。 
・院外選択（府立急性期総合医療センターの救急、近畿中央胸部疾患センター、

南和歌山医療センターなど）もある。 
・リウマチ科、整形外科、循環器科は大阪府下でも強い。 
・内科で多くの診療科をローテートできる。 
・手技も積極的にさせてもらえる。 
・スケジュールがタイトでないため、比較的マイペースで研修できる。そのた

め、勉強する時間も確保できる。 
・当直は病院が二次救急のため、激務になる事は少ない。 
・付属の看護学校や他校の看護学生も実習に来るため、看護業務の質が高い。 
・看護師さんに若い人が多く、研修医の立場で仕事を頼みやすい。 
・メディカルソーシャルワーカーのフットワークが良く、気軽に相談できる。 
・南大阪の患者さんのキャラクターは大阪市内や北摂よりも良い感じがする。 
・研修医やレジデント専用の建物があり、その上階にある宿舎（通勤も可能）

は 3000 円/月で借りる事ができる。 
・研修医の建物には自分専用のデスクあり。 
・研修医同士が仲良く、和気あいあいとしている。 
・少人数制（2011 年度は 8 人募集）なので、融通がききやすい。 
・給料は基本給に加えて、超過勤務手当（30 時間/月）や当直手当がつく。 
・医療スタッフ用の駐車場費が 500 円/月。 
・チューター費（20 万円/年）で教科書やパソコンなどが自由に購入できるため、

助かる。 
・病院の立地は田舎だが、最寄駅（千代田駅）から難波まで電車で 30 分と都会

に近い。 
・院内にローソンやベーカリーカフェがあるから助かる。 
・院内の食堂が綺麗で美味しい。 
・病院がきれいで、ナースステーションや病棟が広い。 
・電子カルテが使いやすい。 
・大阪南医療センターで一緒に働けるのを楽しみにしています。 
 



（初期臨床研修後、レジデントとして残られた先生の意見） 
・大阪南医療センターの初期研修の良いところは、多くの診療科をローテート

できることだと思います。実際にその診療科の一員として働く中で、学生時代

には見えなかったものを見つけることができます。志望科の良さを再発見する

こともあるでしょうし、他科に魅力を感じるかもしれません。全て、実際に仕

事をしてみないと分からないことです。 
大阪市内からは少し離れていますが、緑の多い良いところです。ぜひ、一度見

学に来てください。 
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